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たその総延長は、2030年までに
360kmまで延ばすことを目指してい
るという。東京メトロと都営地下鉄
を合わせた総延長が301.3kmであ
ることを踏まえると、その異様さが
理解できると思う。
建設工事だけでなくホーカーセン
ター（屋台群）を取ってみても、5店
あれば、そのうち1～2店は定着す
ることなく、次 と々変わっていく。筆
者がいつも利用しているオフィス近
所のホーカーセンターの一角も、当
初は醸豆腐（シンガポール風おで
ん）であったが、カレーそしてベジタ
リアンフードへと変わってしまった。
赴任当時、ほぼ毎日醸豆腐にお世
話になっていたため、ヘルシーな醸
豆腐がとても恋しい。ベジタリアン
フードも味が日本人好みで捨てがた
い（写真4）。

（マンダリン）、マレー語、タミール語
の4カ国語となっており、公共の場
でのアナウンスや掲示は複数の言
語が用いられている。勿論、工事現
場も多言語表示である（写真2）。
労働者以外にも、旅行者が世界
各国から集まってくるおかげで、街で
はフィリピン語、フランス語、ロシア
語等を耳にする（勿論、筆者はどの
言語にも精通していない）他、時折
懐かしい日本語を聞くことも出来る。
筆者が勤務するシンガポール支社で
もシンガポール、マレーシア、インドネシ
ア、インド、ミャンマーなど、約10カ国の
文化の異なる国の出身者同士が同じ
オフィスで働いている（写真3）。
多くの人種が共存しているため

か、彼らは何に対しても寛容に感じ
る。まず、言語に関して寛容である。
例えば英語が堪能でなくても、身振
り手振りを交えながら会話に挑め
ば、相手が理解しようとしてくれる。
筆者の英語がいつまでも上達しな
いのは、この寛容さの上に胡坐をか
いているせいであることは、上司に
は決して知られてはいけない秘密で
ある。次に、子どもに対して寛容で
ある。例えばちょっと洒落たレストラ
ンで子どもが少し騒いだときも、日
本では周りのお客さんからじろじろ

見られてしまうが、シンガポールで
はその程度のことでは誰も気にしな
い。そして、時間に対して寛容であ
る。ビジネスにおいても会議に遅刻
してくることは頻繁にあるし、よほ
どでなければ怒る人はいない。
「なぜこんなにも寛容なのだろう」
と赴任当初は思ったものだが、冷静
に考えてみれば、年中暑い国で毎日
時間通りに根を詰めて働いていては
熱中症になってしまうし、様々な人
種が共存する中で言葉が不完全な
ことを逐一気にしていたらまとまる
商談もまとまらない。こうした寛容さ
は風土に根ざし長い年月をかけて
形成されたものだと悟った。

目まぐるしい国
シンガポールといえば、世界屈指
のスピードで発展し続けている国で
ある。長年在星している人にとって
は落ち着いてきているのかもしれな
いが、今も街のいたるところで高層
マンションの建設が続いていること
は、シンガポールの経済成長を象徴
していると思う。
公共事業も恐るべきスピードで
進んでおり、日本で流れているCM

のとおり、特に地下鉄工事は盛んで
ある。2017年時点で199.6kmであっ

常夏の国
最近「シンガポールに関する特集
を日本で放送していた」とよく耳に
する。2019年で在星（在シンガポー
ル）5年目に突入し、ほんの少しだ
け長く滞在している者としてシンガ
ポールについて紹介してみたい。
シンガポールは日本の南西約

5,200kmに位置し、国土面積は現
在719.2km2で東京23区より少し大
きい島国である。「現在」としたのは
埋立が進行中のため、少しずつでは
あるが確実にその面積を増やしてい
るからである。
北半球に属しているが、ほぼ赤道
直下のため明確な季節の区切りは
なく、年間を通して気温は25～32℃
で日本の夏よりやや涼しいくらいの
気候である。写真1は5月に撮影し
たものであるが、この景色は年間を
通じて殆ど変わることがない。北海
道にいた頃は、日照時間の変化で
四季の移ろいを感じたものだった
が、シンガポールでは日の出や日の
入の時間も年間を通して大きく変わ
ることはない。朝7時に明るくなり、
夜7時半に暗くなる。

3～10月は乾季とされているが、

その間もスコールに見舞われるた
め、常に折り畳み傘を持ち歩くのが
良いだろう。11～2月は雨季とされて
おり、毎日1度は雨が降り、じめじめ
とした日が続く。
野外での作業が主となる我々地

盤調査業者としては雨が降らない方
が作業が捗り歓迎だが、一般の人
にとっては雨が降る雨季の方が気
温が下がるため、若干過ごし易いこ
とだろう。ただ、オフィスやショッピ
ングモールでは強烈にエアコンが効

いているので、出かける際にはカー
ディガンなどの羽織り物を持ち歩く
方が賢明かもしれない。

寛容な人々
シンガポールの人口は約561万人

と一見少ないように感じるが、人口
密度は2017年時点で8,000人 /km2

を超え世界第2位となっており、い
かに多くの人がひしめき合って生活
しているかが分かる。また人種の多
様性から、公用語は英語、中国語

シンガポールに魅せられて

Republic of Singapore
─ シンガポール共和国 ─
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基礎地盤コンサルタンツ株式会社
シンガポール支社

写真1　�5月のシンガポール。道路脇に南国ら
しい大きな木々が植えられており、年
中緑の葉をつけている

写真3　シンガポール支社の室内勤務スタッフ。他に100名近い現場チームがいる

写真4　�ベジタリアンフード店で頼んだ黒胡
椒鳥冬面。味は良かったが汗が噴き
出るほど胡椒が効いている

写真2　�「危険！立入禁止！」と英語、中国語、マ
レー語、そしてタミール語で並記された
安全標識

海外で活躍する建設コンサルタント技術者が、独特の目線で各国を紹介するコーナーです。
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ことをお勧めしたい。ただし、露出
の多い服装では堂内に入ることが
出来ないため、その際には入口付近
にあるショールや腰巻の無料貸出し
を利用する必要がある。モスクやそ
の他の寺院を参拝する際は、服装
について制約があるので事前に調
べておくのが良いだろう。

多宗教国家
シンガポールには様 な々人種が集
まっており、同時にそれぞれの宗教
が集まっている。仏教、キリスト教、
イスラム教、ヒンドゥー教、分派を考
慮すると恐らく数えきれないほどの
宗教があり、いたるところに寺院や
教会がある。筆者の住んでいるアパ
ートメント近くにもイスラム教のモス
クがあり、金曜の夜や彼らのお祭り
の期間には、ソンコ（男性が被る帽
子）やヒジャブ（女性が顔や髪を隠
すためのスカーフ）を身にまとったム
スリムの人々が集まり、コーランが流
れる。日が暮れる頃、街に流れるコ
ーランに耳を傾けると、異国情緒と
はこのことかと実感出来る。
観光名所として有名なチャイナタ
ウンにも、仏教の寺院である
Buddha Tooth Relic Temple（写真
5）とヒンドゥー教の寺院であるSri 

Mariamman Temple（写真6）が近
接して建っている。異なる宗教の寺
院が近接していても争いが起こらな
いのは、信仰する宗教をお互いに尊
重しているためだと思う。
筆者は特に信仰している宗教は
無いが、正月には何となく神社に行
って初詣をする人種の一人であるた
め、シンガポールでも初詣と称して
Buddha Tooth Relic Templeを訪れ
ることがある。正面玄関から入って
すぐの壮麗な堂内には金色に輝く
巨大な仏像が鎮座しており、大勢の
僧侶や参拝客が祈りを捧げている。
これを眺めるだけでもなかなか見ご
たえがあるが、ここでは絢爛な所蔵
品の数 を々間近で見ることも出来る
（写真7）。
日本では撮影禁止とされている
ことが多いが、シンガポールでは基
本的に撮影は自由である。一見の
価値があると思うので、来星の際に
は旅の思い出に是非一度訪問する

短期旅行に適した国
シンガポールでは人口密度が高
いばかりでなく、娯楽も狭い国土に
集中しているのが特徴である。先に
紹介した寺院などの他に、美術館、
動物園、遊園地、繁華街などいたる
ところに観光資源が存在する。例え
ば、午前中はインフィニティプールで
有名なマリーナベイサンズ（写真8）

の方へ向かい、マーライオンを見な
がら昼食を取り、午後は繁華街に戻
って買い物を楽しみ、夕方からナイ
トサファリに行くというような詰め込
んだ予定でも、国土の小ささを考え
れば十分可能である。勿論、体力が
持つかどうか十二分に検討しなけ
ればならない。
今回は長く住んでいる者の目線
で、少し変わったプラナカン陶器の
観光名所について紹介したい。プラ
ナカン陶器とは、鮮やかな配色と独
特の模様が特徴的なプラナカン文
化を代表するものである。プラナカ
ン陶器と言えばカトン地区が有名だ
が、今回紹介するThow Kwang 

Pottery Jungleでは、他店とは比べ
ものにならない程多くの種類のプラ
ナカン陶器を安価で購入することが
できる。ここは英国クアクアレリ・シ
モンズによる世界大学ランキング
（2019年度版）で12位にランクイン
する南洋理工大学のすぐ近くに位置
している。バスなどの公共交通機関
でも辿り着くことは可能だが、旅行
や出張の際はバスの経路が分かり
にくく時間がかかるので、タクシーで
行くことをお勧めしたい。

Thow Kwang Pot tery 

Jungleに着くとすぐに、多
種多様なプラナカン陶器が
出迎えてくれる（写真9）。
その他の陶器も展示され
ており、購入することもでき
る。食器や壺以外にも人型
や動物の置物が展示され
ており、食器に興味がない
人も楽しむことが出来る
（写真10）。かなり広めの敷
地内に陶器類や置物が所
狭しと並べられているの
で、じっくり見るのであれ
ば1～2時間は必要である。
また、ワークショップも開
催されていて陶器の制作
を体験できる。旅行ではス
ケジュール的に厳しいが、
在星の人ならじりじりと暑
い中で精神を研ぎ澄ませて陶器の
制作に挑戦してみるのも良いかもし
れない。

さいごに
シンガポールでは、物価の高さや

都会ならではの忙しさなどに慣れな
いこともあるが、優しい人 、々安全で

便利な街、食文化の多様性、娯楽の
多さなど、旅行者にとって魅力的な
国であることは言うまでもない。ま
た労働者にとっても、勢いがあり商
機に溢れる国であることは間違い
ない。西洋と東洋の文化が混じり合
うこの国を是非一度訪れてみてはい
かがだろうか。

写真5　�Buddha� Tooth� Relic� Temple。外側
は赤色で装飾され、堂内は金色を基
調とした煌びやかな装飾が特徴的

写真8　�マリーナベイサンズ（左）。TeamLabによる体験型の展示が常
設されているアートサイエンスミュージアム（中央）。金融関係を
中心とするオフィス街（右側）

写真9　�定番のティーカップとソーサー以外にも小鉢や砂糖壺等品揃え
が豊富なプラナカン陶器。一つ一つ絵柄の表情が違うので手に
取って確かめるのがよい

写真10　�Thow�Kwang�Pottery�Jungleの大小様々な人
型や動物の置物。博物館のようで見ていて飽き
ない

写真7　中央が如意輪観音像。思わず息を呑む美しさで、拝むことで心が浄化される

写真6　�Sri�Mariamman� Temple。シヴァやハ
ヌマーンなどの色鮮やかな神々の像が
門に飾られているのがシンガポールの
ヒンドゥー教寺院の特徴

042 Civil Engineering Consultant  VOL.284 July 2019 043Civil Engineering Consultant  VOL.284 July 2019



 
 
    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: 追加 上 周囲 48.19 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): 改良
      

        
     32
            
       D:20190726192705
       841.8898
       Blank
       1210.3937
          

     Wide
     1
     0
     Full
     746
     346
    
     None
     Down
     14.1732
     0.0000
            
                
         Both
         5
         AllDoc
         88
              

       CurrentAVDoc
          

     Bigger
     48.1890
     Top
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     2
     1
     2
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base



	top: 
	index: 
	contents: 


